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6
月
19
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
や
む
な
く
中
止
と
な
り
今
年
は
2
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
で
5
回
目
と
な
り
ま
す
こ
の
会
は
会
員
の
皆

様
に
自
社
の
ご
紹
介
を
い
た
だ
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
事
を

目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
会
員
46
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、14
社
の
皆
様
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

持
ち
時
間
7
分
と
短
い
時
間
の
中
で
、
皆
様
趣
向
を
凝
ら
さ
れ
自
社
の

ピ
ー
ア
ー
ル
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
も
真

剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
名
刺
交
換
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
場

と
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
組
織
副
委
員
長　

清
水
秀
樹
）

　

6
月
7
日
、
野
坂
会
長
は
広
島
修
道
大

学
に
お
い
て
、税
法
講
座「
企
業
経
営
と
税

金
」
を
テ
ー
マ
に
、
法
学
部
学
生
1
9
2

名
を
前
に
講
師
を
務
め
た
。
特
に
、
海
外

に
お
け
る
財
政
規
律
の
無
視
に
対
し
て
厳

し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
現
状
を
参
考

に
、
財
政
の
健
全
化
や
金
融
緩
和
・
引
締

め
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。ま
た
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
印
象
に

残
っ
た
言
葉
を
紹
介
さ
れ
〝
次
の
扉
を
開

く
た
め
に
〟
と
励
ま
さ
れ
た
。

　

学
生
か
ら
は
、

・�
国
の
財
政
を
家
計
に
例
え
て
の
話
は
分

か
り
や
す
か
っ
た
。

・�

租
税
教
室
に
つ
い
て〝（
教
材
レ
プ
リ
カ

の
）1
億
円
の
重
さ
〟の
話
か
ら
自
分
が

小
学
校
の
と
き
に
授
業
を
受
け
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
。小
学
校
の
と
き
に「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

応
募
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。（
い
ず

れ
も
複
数
者
か
ら
回
答
あ
り
）

・�

日
本
は
大
企
業
よ
り
中
小
企
業
が
圧
倒

的
に
多
く
、
経
済
の
発
展
に
は
中
小
企

業
の
成
長
が
不
可
欠
で
あ
り
、
税
制
、

補
助
金
、各
種
施
策
な
ど
の
支
援
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

・�

政
策
的
経
費
を
税
収
等
で
賄
え
て
い
る

か
ど
う
か
の
指
標
と
な
る
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・�

〝
交
渉
事
は
相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
で

成
立
す
る
〟
と
話
さ
れ
た
が
、
日
常
生

活
の
中
で
相
手
の
考
え
方
や
発
言
が
良

い
印
象
と
し
て
残
る
こ
と
が
あ
る
の
で

メ
モ
を
取
る
よ
う
に
し
た
い
。

・�

〝
好
き
な
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い
時
は
、

人
の
役
に
立
つ
こ
と
は
何
な
の
か
を
見

極
め
る
〟
と
い
う
話
は
大
切
な
こ
と
だ

と
感
じ
た
。

　

ま
た
、5
月
17
日
に
は
、広
島
東
税
務
署

の
藤
木
署
長
が
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向

か
っ
て
～
税
務
の
現
場
と
主
な
取
組
～
」

を
テ
ー
マ
に
講
師
を
務
め
た
。
学
生
か
ら

は
、
税
務
署
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
と
て

も
良
い
機
会
と
な
り
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
で
あ
る
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

修
道
大
学
の
税
法
講
座

会
員
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
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入 会 員 紹 介新 2023年2月〜7月

正
　
会
　
員

●
中
山
支
部

㈲
近
藤
産
業　

東
区
中
山
上
2
-28
-27

●
東
部
支
部

愛
和
ラ
イ
フ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱

�

東
区
矢
賀
1
-9
-10
-503

㈱
ア
オ
キ
運
輸　

東
区
曙
1
-4
-15

●
光
支
部

㈱
ま
い
ほ
う
む

�

東
区
二
葉
の
里
3
-5
-7
-3
F

�

G
R
A
N
O
D
E
広
島

㈱
恵
実　

東
区
若
草
町
6
-13
-201

�

第
3
新
原
ビ
ル

●
大
州
支
部

㈱
大
和
機
械　

南
区
大
州
3
-6
-20

●
基
町
支
部

㈱
Ｎ
ｏ　

Ｂ
ｏ
ｒ
ｄ
ｅ
ｒ

�

中
区
西
白
島
町
17
-6
-2
F

●
八
丁
堀
支
部

資
産
総
研
税
理
士
法
人

�

中
区
上
八
丁
堀
4
-28

●
幟
支
部

㈱
西
日
本
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

�

中
区
鉄
砲
町
1
-18

●
本
通
支
部

一
般
社
団
法
人
女
性
起
業
家
支
援
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｐ

�

中
区
紙
屋
町
1
-4
-3
-404 

エ
フ
ケ
イ
ビ
ル

●
中
町
支
部

㈱
Ｐ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ　

中
区
中
町
1
-30
-4
F

●
国
泰
寺
支
部

㈱
Ｇ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ　

中
区
富
士
見
町
16
-4
-503

�

セ
イ
コ
ウ
ビ
ル

㈱
バ
ズ
ク
ロ
ウ　

中
区
小
町
5
-8
-2
F

�

ド
ル
チ
ェ

●
戸
坂
支
部

ケ
ー
ジ
ー
プ
ラ
ン
㈱

�

東
区
戸
坂
新
町
2
-35
-15

㈲
ア
ス
カ
・
ラ
ン
テ
ッ
ク

�

東
区
戸
坂
長
尾
台
14
-5

●
広
島
圏
域

㈱
Ｓ
Ｔ
ウ
ェ
ル
ド

�

安
佐
北
区
深
川
8
-11
-6

㈱
Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

�

西
区
庚
午
北
3
-1
-2
-208

㈱
桐
田
商
会　

岩
国
市
元
町
2
-1
-2

合
同
会
社
Ｆ
ｌ
・
Ｃ
ｒ
ａ
ｎ
ｅ
多
鶴
花

�

中
区
寺
町
5
-31
-102

㈱
L
i
o
n　
H
o
l
d
i
n
g
s　
J
a
p
a
n

�

福
山
市
藤
江
町
68
-1

㈲
マ
ル
チ
ュ
ー
・
ク
リ
ー
ナ
ー

�

南
区
青
崎
1
-8
-8

㈲
愛
新　

中
区
大
手
町
町
4
-2
-20
-701

㈱
末
広
運
送　

中
区
舟
入
本
町
15
-23

●
基
町
支
部

㈱
ア
イ
エ
ス
テ
ー
ト　

中
区
基
町
13
-13

●
八
丁
堀
支
部

㈱
カ
ボ
ス　

中
区
八
丁
堀
12
-14

●
幟
支
部

広
島
県
酒
造
協
同
組
合

�

中
区
鉄
砲
町
9
-17

●
牛
田
支
部

平
岡　

宏
二　

東
区
牛
田
東
2
-1
-2
-103

�

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

●
広
島
圏
域

岩
田　

竜
也　

中
区
西
川
口
町
15
-7
-306

�

都
工
業

井
上　

竜
一　

東
区
上
温
品
4
-56
-1

準
　
会
　
員

賛
助
会
員

作野浩三氏中村幸子氏 高木康子氏

　

6
月
5
日
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
2
0
2
3
年
度
税

制
改
正
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
3
部
構
成
で
、
い
ず
れ
も
広
島
東
税
務
署
の
審
理
専
門
官

を
講
師
に
招
き
、
所
得
税
関
係
の
改
正
に
つ
い
て
個
人
課
税
部
門
高
木

氏
か
ら
、資
産
税
関
係
の
改
正
に
つ
い
て
資
産
課
税
部
門
中
村
氏
か
ら
、

法
人
税
・
消
費
税
関
係
の
改
正
に
つ
い
て
法
人
課
税
部
門
作
野
氏
か
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
法
連
の
作
成
し
た
資
料
を
基
に
会
社
経
営
や
税
務
に
と
っ
て
、
留

意
す
べ
き
改
正
内
容
の
説
明
が
あ
り
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
35
名
。

　

な
お
、
法
人
会
で
は
、
毎
年
、
税
制
改
正
の
意
見
集
約
を
行
い
、
関

係
機
関
に
税
制
改
正
提
言
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
税
制
の
改
正
要

望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

税
制
改
正
説
明
会
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■
青
年
部
会　

4
月
24
日
、
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

広
島
に
お
い
て
、
第

1
回
理
事
会
に
引
き

続
き
第
33
回
通
常
総

会
が
広
島
東
税
務
署
長
を
は
じ
め
多
数

の
ご
来
賓
を
迎
え
開
催
さ
れ
、
5
つ
の

議
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
1
号
議
案　

�

2
0
2
2
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件

　

第
2
号
議
案　

�

2
0
2
2
年
度
決
算

報
告
承
認
及
び
監
査

報
告
に
関
す
る
件

　

第
3
号
議
案　

�

2
0
2
3
年
度
事
業

計
画
承
認
の
件

　

第
4
号
議
案　

�

2
0
2
3
年
度
収
支

予
算
承
認
の
件

　

第
5
号
議
案　

�

2
0
2
3
・

　
　
　
　
　
　
　

�

2
0
2
4
年
度
役
員

人
事
承
認
の
件

　

2
0
2
3
年
度
の
基
本
方
針
等
は
次

の
と
お
り
。

︿
基
本
方
針
﹀

　

法
人
会
の
事
業
活
動
に
積
極
的
に
参

画
し
、
活
動
の
充
実
と
活
性
化
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
研
修
会
・
親
睦
交
流

等
を
通
じ
て
、
次
代
を
担
う
若
手
経
営

者
あ
る
い
は
経
営
幹
部
と
し
て
の
資
質

の
向
上
に
取
り
組
み
、
ま
た
会
員
相
互

間
の
学
び
を
深
め
社
会
貢
献
に
寄
与
す

る
。

　

よ
き
経
営
者
の
団
体
と
し
て
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
活
動
を
柔
軟
な
発
想
と

行
動
力
に
よ
っ
て
企
画
・
実
施
す
る
。

　
「
租
税
教
室
」の
実
施
を
は
じ
め
と
す

る
税
の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

租
税
教
育
活
動
へ
の
参
加
促
進
と
さ
ら

な
る
質
的
向
上
を
目
指
す
。

�︿
2
0
2
3
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
﹀

　
「
見
た
い
！
聞
き
た
い
！
伝
え
た

い
！�
～
次
世
代
へ
繋
ぐ
広
島
東
法
人

会
青
年
部
会
～
」

　

中
本
新
部
会
長
か
ら
は
「
い
い
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
、
積
極

的
な
活
動
参
加
を
是
非
お
願
い
し
た

い
。」と
の
力
強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

２
月
例
会

青
年
部
会
３
月
例
会（
租
税
教
室
準
備
会
）

第
33
回
通
常
総
会 

開
催

卒
業
生
の
松
岡
さ
ん（
左
）、

上
野
さ
ん（
右
）

　

2
月
21
日
、
18
時

30
分
よ
り
、
青
年
部

会
2
月
例
会
が「
ザ
・

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ

テ
ル
広
島
リ
バ
ー
サ

イ
ド
」に
て
、「
広
島

か
ら
全
国
、
そ
し
て

世
界
へ
あ
く
な
き
挑

戦
と
伝
え
た
い
想
い

と
は
」
と
題
し
ま
し

て
、
広
島
か
ら
全
国

そ
し
て
世
界
に
挑
戦

し
て
い
る
宮
川
博
至

監
督
の
最
新
作
映
画

「
と
べ
な
い
風
船
」
の
上
映
会
＆
宮
川

監
督
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
映
画
の
上
映
会
は
当
会
初

の
試
み
。
広
島
豪
雨
災
害
を
テ
ー
マ
に

作
ら
れ
た
本
作
は
、
広
島
県
呉
市
や
江

田
島
市
な
ど
で
オ
ー
ル
ロ
ケ
を
敢
行
。

被
災
し
た
人
々
の
想
像
を
絶
す
る
経
験

や
言
葉
に
な
ら
な
い
思
い
を
反
映
し
た

物
語
は
感
動
の
連
続
で
し
た
。
ま
た
、

後
半
の
宮
川
監
督
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、監
督
の
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」、「
地

元
へ
の
想
い
」、「
挑
戦
」
と
い
う
熱
い

想
い
を
感
じ
る
と
共
に
、
絶
対
内
緒
な

映
画
制
作
の
裏
話
ま
で
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま
し
た
！

 

（
青
年
部
会�

副
部
会
長　

小
嶋
宏
輔
）

　

3
月
10
日
、
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル

に
て
、
3
月
例
会
と
し
て
租
税
教
室
準

備
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
例
年
は

租
税
教
室
へ
の
参
加
推
進
の
た
め
、
9

月
に
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
近
年

租
税
教
室
の
開
催
が
1
学
期
に
集
中
す

る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
に
備
え
る
べ
く

3
月
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

の
準
備
会
は
、
租
税
教
室
の
意
義
や
授

業
の
流
れ
を
平
易
に
解
説
す
る
と
共

に
、
第
35
回
全
国
青
年
の
集
い
佐
賀
大

会
で
の
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
向
け
に
作
成
し
た
双
方
向
型
シ

ナ
リ
オ
に
も
触
れ
ま
し
た
。
今
後
徐
々

に
こ
ち
ら
に
切
り
替
え
て
い
き
た
い
考

え
で
す
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を
必
要
と
す

る
シ
ナ
リ
オ
の
為
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

参
加
推
進
が
不
可
欠
で
す
。

　

当
例
会
を
通
じ
て
１
人
で
も
多
く
の

方
に
租
税
教
室
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て

い
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
青
年
部
会�

副
部
会
長　

小
川
裕
介
）
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所 属 委 員 会 氏　　名 法　　人　　名 所 属 委 員 会 氏　　名 法　　人　　名

部 会 長 中本　修二 ラ ン ド ビ ル ㈱ 厚 生 副 委 員 長 行森　敦史 ㈲ 行 森 商 店

顧 問 理 事 小川　洋右 ㈱ 千 歳 屋 商 店 広 報 委 員 長 森脇　一隆 ｉ ｃ ｈ ｉ 建 築 ㈱

顧 問 理 事 中村　栄二 東和セキュリティサービス㈱ 広 報 副 委 員 長 石田　知美 ㈱ポテンティアスクール

副部会長（組織） 小川　裕介 ㈱ い と や 広 報 副 委 員 長 築城　隆臣 オリエンタルホテル広島

副部会長（厚生） 森吉　　哉 ㈱ エ ー ワ ー ク ス 広 報 副 委 員 長 矢尾井　優 ＳＵＮＴＯＲＹ�ＢＡＲ�ＭＩＮＴ

副部会長（広報） 小嶋　宏輔 バ サ ラ ク ト ㈱ 研 修 委 員 長 廣田　茂哲 廣 田 法 律 事 務 所

副部会長（研修） 沖花　和夫 沖花・大畠法律事務所 研 修 副 委 員 長 畑石　顕司 ㈲ 三 石

副部会長（異業種交流） 福本　　宏 ㈱ 宏 福 研 修 副 委 員 長 不破　正和 ㈱ハリソンサービス

組 織 委 員 長 下井　清明 ア イ ス タ イ ル ㈱ 異業種交流委員長 田中　秀和 Ｂ Ｎ Ｉ Ｃ ㈱

組 織 副 委 員 長 沖村　和美 ㈱ プ ラ ス・ コ コ 異業種交流副委員長 宇高　　新 ＬＯＣＫ　ＳＴＯＣＫ

組 織 副 委 員 長 常川　貴史 ㈱ 広 島 パ ー キ ン グ 異業種交流副委員長 花澤　憲治 ㈲ ピ カ ソ 画 房

厚 生 委 員 長 今西　研介 ㈱ 今 西 製 作 所 監 事 岡田秀一郎 ㈲ 岡 田 組

厚 生 副 委 員 長 車田　和美 ㈱ ク ル マ ッ ク ス 監 事 渡部　宏康 ㈱ サ ン ヨ ー

厚 生 副 委 員 長 長谷川俊一 大 同 生 命 保 険 ㈱

氏　　名 法　　人　　名 氏　　名 法　　人　　名

有本　　智 ㈱ Ｐ Ｕ Ｂ Ｌ Ｉ Ｃ 若　松　凌　平 ㈱ リ ベ ル テ

竹本　雄弥 ㈱ む さ し 土　橋　　　武 ㈱ フ タ バ 図 書

宮川　博至 ㈱ バ ズ ク ロ ウ 積　木　　　剛 ㈱ Ｃ ｌ ｅ ａ ｒ　 Ｂ ｏ ｘ

西脇　永登 サ ン ト リ ー フ ー ズ ㈱ 吉　村　亜希子 ㈱ 三 十 八 花 堂

宮川　誠士 ㈱ コ ウ エ イ プ ロ デ ュ ー ス 平　岡　宏　二 ｚ ｉ ｃ ｏ

長谷川和也 ㈱ リ ベ ル テ

2023年度�青年部会名簿〔役員〕

新入会員�2023.2〜2023.7

　

あ
ま
り
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
今
年
の
新
井

カ
ー
プ
。
そ
れ
が
7
月
に
入
っ
て
ま
さ
か
の
破
竹
の

10
連
勝
で
首
位
奪
取
。
俄
然
、
カ
ー
プ
の
夏
が
熱
く

な
っ
て
き
た
8
月
4
日
、
法
人
会
の
仲
間
6
0
0
人

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
今
年
の
ナ
イ
タ
ー
観
戦
会

は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
と
の
一
戦
。

　

試
合
は
、
カ
ー
プ
が
幸
先
良
く
2
点
を
先
制
も
、

直
後
に
エ
ラ
ー
絡
み
の
3
失
点
で
リ
ー
ド
を
許
す
展

開
。
中
盤
以
降
は
打
線
が
完
全
に
押
さ
え
込
ま
れ
、

カ
ー
プ
応
援
席
も
や
や
重
苦
し
い
雰
囲
気
。
し
か

し
、
絶
体
絶
命
の
9
回
裏
、
制
球
に
苦
し
む
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
の
ク
ロ
ー
ザ
ー
を
逃
さ
ず
攻
め
て
、
満
塁
の

チ
ャ
ン
ス
。
こ
こ
か
ら
小
園
、
松
山
の
連
続
安
打
で

一
気
に
逆
転
。
4
対
3
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
！
皆
さ
ん

大
盛
り
上
が
り
の
観
戦
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
記
事
が
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ
ろ
に
は
、

カ
ー
プ
が
首
位
を
ひ
た
走
っ
て
い
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
今
年
の
観
戦
会
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
参
加
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！

�

（
青
年
部
会�

厚
生
委
員　

青
谷
智
晃
）

「逆転サヨナラ勝利！　真夏のナイター観戦会」



〈
牛
田
・
尾
長
〉金
井

〈
袋
町
〉下
岸

〈
竹
屋
・
矢
賀
〉月
森

〈
東
浄
〉小
川

〈
牛
田
〉緒
方

〈
牛
田
・
戸
坂
〉森
脇

〈
牛
田
・
牛
田
新
町
・
東
浄
〉福
本

〈
三
育
〉常
川

〈
矢
賀
〉田
中

〈
尾
長
〉小
嶋

〈
竹
屋
〉中
本

〈
戸
坂
〉大
村

〈
牛
田
〉矢
尾
井

〈
牛
田
・
戸
坂
城
山
〉廣
田

〈
基
町
〉木
村

〈
戸
坂
城
山
〉石
木

〈
牛
田
〉波
田

〈
袋
町
〉沖
花
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租
税
教
室

開 催 日 小学校名
5月 8日（月） 牛 田
5月23日（火） 尾 長
6月 6日（火） 牛田新町
6月 7日（水） 袋 町
6月13日（火） 基 町
6月21日（水） 東 浄
6月27日（火） 戸 坂
6月29日（木） 三育学院
7月 3日（月） 竹 屋
7月 7日（金） 矢 賀
7月13日（木） 戸坂城山

■ 租税教室の開催状況

　

今
年
度
の
租
税
教
室
は
講
師
、補
助
者
と
児
童
た
ち
の
顔
か
ら
マ
ス
ク
が
取
れ
、表

情
が
見
え
る
も
の
に
変
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
さ
ら
に
開
催
要
請
が

増
え
、現
在（
7
月
13
日
）の
と
こ
ろ
11
校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で

中
断
し
て
い
た
「
新
シ
ナ
リ
オ
」も
そ
の
う
ち
2
校
で
開
催
し
、コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ

う
な
熱
気
、
活
力
溢
れ
る
教
室
へ
と
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
あ
る
学
校
の
校
長
先
生

か
ら
は
「
こ
ん
な
に
も
皆
さ
ん
が
事
前
に
準
備
を
さ
れ
、
本
気
で
授
業
に
取
り
組
ん

租
税
教
室

※〈　〉内は開催小学校、下は講師名（敬称略）

〈牛田小〉 〈牛田小〉

〈牛田小〉 〈牛田新町小〉

〈戸坂小〉 〈戸坂城山小〉

〈袋町小〉 〈竹屋小〉

〈東浄小〉 〈尾長小〉

で
く
だ
さ
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
」と
嬉
し
い
お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
度
は
各
委
員
会
で
の
声
掛
け
に

よ
り
力
を
入
れ
て
、
新
た
に
租
税
教
室
へ
挑

む
委
員
が
増
え
た
こ
と
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。今
後
も
新
た
な
委
員
が
参
加
し
や
す
く
、

児
童
た
ち
も
学
び
深
い
租
税
教
室
に
な
る
よ

う
研
鑽
し
て
い
く
所
存
で
す
。

�

（
青
年
部
会�

組
織
委
員
長　

下
井
清
明
）

今
年
度
11
小
学
校
、

29
ク
ラ
ス
を
対
象
に
開
催

★�

こ
の
学
習
で
税
金
に
対
す
る
見
方
が
少
し
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
税
金
は
よ
い
町

づ
く
り
と
人
々
の
生
活
に
必
要
と
思
い
ま
す
。

★�

今
は
高
齢
化
社
会
な
の
で
、
も
し
、
税
金
を
納
め
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
の

か
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

★�

小
学
校
生
活
6
年
間
に
係
る
費
用
（
約
5
0
0
万
円
）
な
ど
も
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
ご
く
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

★�

1
億
円
の
重
さ
を
体
験
し
て
、
と
っ
て
も
重
か
っ
た
け
ど
大
金
持
ち
の
気
分
で
し
た
。

★�

ク
イ
ズ
で
盛
り
上
げ
る
と
こ
ろ
は
盛
り
上
げ
て
、
ち
ゃ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
ち
ゃ
ん
と
す

る
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
授
業
で
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★�

わ
か
り
や
す
く
税
金
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
た
ち

が
こ
う
し
て
学
習
し
て
い
る
こ
と
に
親
や
み
ん
な
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

★�

税
金
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ゆ
た
か
な
そ
し
て
生
活
し
や
す
い
か
ん
き
ょ
う
が
あ
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

（
以
下
、「
新
シ
ナ
リ
オ
」
で
の
開
催
校
か
ら
）

★�

は
ん
の
み
ん
な
で「
お
年
寄
り
」や「
子
供
」な
ど
、
い
ろ
ん
な
し
て
ん
か
ら
考
え
た
の
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

★�

い
ろ
ん
な
小
道
具
を
使
っ
て
く
れ
て
す
ご
く
分
か
り
や
す
く
、
心
に
の
こ
る
授
業
で
し

た
。
税
に
対
し
て
関
心
が
も
て
そ
う
で
す
! !

青
年
部
会
で
は
、小
学
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、税
の
使
い
道

や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
授
業
を
行
う
「
租
税
教
室
」を
工
夫

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。将
来
を
担
う
子
供
た
ち
は
、税
に

関
し
て
様
々
な
こ
と
を
租
税
教
室
か
ら
学
ん
で
お
り
、児
童
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

児
童
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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3
月
2
日
、A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
、

広
島
県
青
年
の
集
い
が
県
内
全
16
単
位（
約
2
0
0
名
）

の
参
加
者
を
集
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
坂
県
法
連
会
長
、
県
青
年
歴
代
会
長
、
当
会
小
川

会
長
を
初
め
、
中
村
部
会
長
以
下
、
19
名
の
部
会
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、
事
業
活
動
報
告
と
し
て
、
広
島
西
南
、

竹
原
豊
田
、
呉
、
高
田
白
木
、
広
島
西
、
広
島
東
、
三

原
、
福
山
に
よ
る
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
や
租

税
教
育
活
動
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
が
あ

り
、
当
会
の
今
西
厚
生
委
員
長
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
大
変
好
評
で
し
た
。

　

第
2
部
の
懇
親

会
で
は
、
会
員
間

の
意
見
交
換
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

の
各
単
位
会
の
地

域
に
ま
つ
わ
る
○

×
問
題
が
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
県

内
全
16
単
位
会
の

垣
根
を
越
え
た
親

睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

 （
青
年
部
会 

広
報

委
員
金
井
由
宇
）

　

6
月
28
日
、
ひ
ろ
し
ま
国
際
ホ
テ
ル
に
お
い

て
新
入
会
員
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
入
会
員
の
方
々
に
当
会
、
青
年
部
会
の
活

動
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
当
会
の
組

織
、
活
動
の
紹
介
、
各
委
員
会
の
活
動
紹
介
、

租
税
教
育
活
動
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
会
の
活
動
内
容
、
魅
力
な
ど
が
よ
く
伝

わ
っ
た
の
で
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
会
員
の
方
々
に
は
お
一
人
ず
つ

自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
入

会
し
て
間
も
な
い
会
員
の
方
に
と
っ
て
は
、
ご

自
身
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
場
に
な
っ

た
は
ず
で
す
。

　

懇
親
会
で
は
、
多
く
の
新
入
会
員
の
方
々
が

他
の
会
員
と
お
話
、
名
刺
交
換
な
ど
を
積
極
的

に
さ
れ
て
お
り
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。

 

（
青
年
部
会 

研
修
委
員
長　

廣
田
茂
哲
）

　

2
月
1
日
、
広
島
パ
ー
ク
レ
ー
ン
に
お
い
て
、
ゲ
ス

ト
の
方
々
を
お
招
き
し
て
青
年
部
会
の
親
善
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

35
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
中
村
部
会
長
と
ゲ

ス
ト
代
表
の
方
の
始
球
式
で
始
ま
り
ま
し
た
。
大
会
は

終
始
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
で
、
青
年
部
会
員
と
ゲ
ス
ト

の
方
々
と
の
交
流
を
図
る
非
常
に
楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
2
ゲ
ー
ム
の
熱
戦
の
結
果
、
藤

井
事
務
局
長
が
見
事
栄
冠
に
輝
か
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
プ
レ
イ
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
の

歓
談
も
絶
え
る
こ
と
な
く
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
の
恒
例
行
事
と
し
て
来
年
以
降
も
こ
の
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
継
続
開
催
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。�

（
青
年
部
会 

異
業
種
交
流
委
員
長　

田
中
秀
和
）

青
年
部
会

親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

新
入
会
員
歓
迎
会

新
入
会
員
歓
迎
会

令
和
4
年
度
法
人
会
広
島
県
青
年
の
集
い

年
度
法
人
会
広
島
県
青
年
の
集
い




